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本論文は， ITS CIntelligent Tutoring System) におけるコミュニケーションの高度化を指向したマルチメディア
利用技術に関する研究の成果をまとめたものであり，次の 5 章をもって構成されているo













この EBS が正規の挙動シミュレーションとの聞に示す定性的差異に注CError-Based Simulation : EBS) を用いて，
目した誤り可視化条件を定式化した。さらにその誤り可視化条件に基づいて EBS の効果を診断・制御する機能の定
性推論技法による実現方法を提案し，実験によりその有効性を確認した。
























8imulation : EB8) を用いて，この EB8 が正規の挙動シミュレーションとの聞に示す定性的差異に注目した誤り
可視化条件を定式化している o さらにその誤り可視化条件に基づいて EB8 の効果を診断・制御する機能の定性的
推論技法による実現方法を提案し，実験により有効性を確認している o
(4) 前項の知見に基づいて， EB8 の誤り可視化条件のより詳細な要因の抽出・分析，新たな可視化表現方法の導入
を検討している。これにより EB8 の誤り可視化効果を決定する諸要因とその構造を明らかにすることにより， よ
り高度で統合的な誤り可視化シミュレーション環境実現への展望を得ている。この結果は，マルチメディアが人間
に与える効果を見積もる際の要因分析に重要な指針を与えるものである o
以上のように，本論文は知的教育ジステムにおけるマルチメディア利用技術に関する情報工学的，知識工学的な数
多くの知見を得るとともに実用的なシステムの実現方法を開発し，これらの成果を統合することにより，計算機と学
習者のコミュニケーションの高度化を実現するための知的教育システムの構築方法論の開発に成功している。これら
の成果は応用物理学，特に情報工学，知識工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあ
るものと認める o
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